
若者UPプロジェクトの内容

19

出所）日本マイクロソフト株式会社ウェブサイト

① IT スキル講習と各団体の支援サービスを組み合わせた支援
② テキスト開発
③ 講師スキル向上の機会提供
④ 全国 4 か所の「サポート オフィス」による参画 NPO への丁寧なサポート
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IT講習の内容
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出所）Microsoft「若者UPプロジェクト」Office2010講師用ガイド
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若者UPプロジェクトの目的
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出所）日本マイクロソフト株式会社ウェブサイト

• IT スキル講習受講者の「就職等進路決定者の割合」を 30% とする
• IT スキル講習受講者数をのべ 8000 人とする
• ICT を通じIT スキル形成のためのリソースを社会に届ける(web access: 

100,000 ビュー)
• 若者支援に取り組むアントレプレナーおよび該当組織の事業成長に寄与する
• 第三者評価による成果を広く社会に発信する
• 受講者が就労／無業状態から職業訓練校等の就労に繋がる次段階に進む事を指す。
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講習修了時のゴール設定
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出所）Microsoft「若者UPプロジェクト」Office2010講師用ガイド
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SROI
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出所）株式会社公共経営・社会戦略研究所ウェブサイトより抜粋
http://koshaken.pmssi.co.jp/upfile/sroiintroduction.pdf

©若者TECHプロジェクト



若者UPプロジェクトの体制
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出所）日本マイクロソフト株式会社ウェブサイト
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コレクティブインパクトの視点から見た若者UPプロジェクト

コレクティブインパクトを実現するために重要な5つのポイント
③プレーヤー間のシナジー

ファンダー
(Funder)

• コレクティブインパクト型のアプローチに必要な各種リ
ソースを提供

• 若者UPプロジェクトにおけるMS社等

プロバイダー
(Provider)

• ファンダーから提供されたリソースを活用して商品やサー
ビスを社会に提供

• 若者UPプロジェクトにおける支援団体

コーディネーター
(Co-ordinator)

• ファンダーから提供されたリソースをプロバイダーに共有
• プロバイダーから提供される情報の集約
• 若者UPプロジェクトにおける育て上げネット

プラットフォーマー
(Platformer)

• コレクティブインパクト型のアプローチを推進するための
フレーム、基盤の提供

• 若者UPプロジェクトにおける厚生労働省（サポートス
テーション）
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中間支援組織の位置づけ
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出所）内閣府『平成13年度中間支援組織の現状と課題に関する調査』より抜粋
https://www.npo-homepage.go.jp/uploads/h13b-2.pdf
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